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当
紙
は
、
大
智
寺
本
堂
及
び
墓
地

の
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小
屋
に
て
ご
自
由
に
お
取
り

い
た
だ
け
ま
す
。 

又
、
当
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て 

過
去
す
べ
て
の
紙
面
を
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

平成 28 年皐月 

Vol.７４ 

 

４月号発行部数 

 200 部 
 

ご愛読 
ありがとうございます 

 

 

宗教法人 大智寺役員会 
（4 月 17 日） 

暑からず寒からず 

何をするにも心地よい毎日です。 

緑まぶしく、おいしい新茶の待ち遠しい頃 

皆様お健やかにお過ごしのことと思います。 

さて、先月 17 日には年度初めの役員会が執り行われました。 

総代役員様をはじめ、各地区の世話役の方々にお集まりいただき 

主に今年度の年間計画について話し合いました。 

今年も一年間のスケジュールに大きな変更はありませんが 

下記お知らせします。 

・住職交代について 

 今年７月に住職交代をします。 

 以後、現副住職が住職として努めてまいります。   

・営繕修理について 

  中門  ：柱の腐敗に伴い、新しくします。 

  大玄関 ：白アリ被害に伴い、床を新しくします。 

 山門前広場：空き地となっている部分の整備の一環として 

現在石垣を組んで、階段を設置している 

           その横ぐらいから勢引山に向かって、 

人が歩いて楽しめる 36m のトンネル 

をボックスカルバートで作ります。 

・お盆のお掃除について 

 今年は里５号の方々にお願いします。（日程は調整中） 

また今年度も例年通りの行事がおこなわれます。 

お寺の興隆のため総代役員の方々をはじめの皆々様の温かなご理解ご協力を 

どうぞよろしくお願いします。 

 

花園会本部 
平成 28 年度行事予定 

大本山妙心寺では全国の檀信徒（花園会員） 

を対象に今年も様々な行事が行われます。 

ご興味のある方はどうぞご参加ください。 

≪ 夏季講座 ≫ 

日時： 8 月 26 日（金）～28 日（日） 

場所：妙心寺・花園大学・花園会館 

内容：禅学・仏教学他 

申込：平成 28 年 7 月末日締切 

費用：全日程コース 26,000 円 

１泊２日コース 17,000 円 

≪ 少年少女研修会 ≫ 

日時：３月 28 日（火）～30 日（木） 

場所：妙心寺・花園会館 

内容：禅体験・法話・イベント 

対象：小学４・５・６年生 

申込：平成 29 年 2 月 28 日締切 

費用：10,000 円 

お問い合わせ先 

妙心寺派宗務本所 花園会本部 ☎075-463-3121 

〒616-8035 京都市右京区花園妙心寺町６４ 

 

 

 

 

 

 
発行所 

大智寺 

 

岐阜市山県北野 
６６８－１ 

電話：058-229-1532 

≪Mail≫ 

hybsr245@ybb.ne.jp 

≪ホームページ≫ 

大智寺   検索 
 

 

http://www.daichi

ji.com 
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青年僧主催 こども合宿 

 

「青年僧の会」とは、岐阜西教区にある臨済宗妙心寺派寺院の和尚様の中で 

45 才前の若い和尚様たちの集まりです。 

日頃から集まって一緒に布教活動に取り組んでいますが、 

夏の恒例行事であるこども合宿の日程が決まりました。 

今回は伊自良の東光寺が合宿会場の予定です。 

東光寺は美濃西国三十三観音のお寺で、美しい松の並木が有名です。 

檜皮葺の立派な本堂で、こども達に禅風を感じていただけるのではと思います。 

日程は７月 25 日・26 日（一泊二日）です。 

 

 ～ 他家の法要に出る機会の少ない奥様のため 若い世代のために ～ 

（実際にお寺にご相談いただいたものから抜粋） 

 
お寺のこと、仏壇のこと、法要のこと etc 

 

わからないこと 質問帳 ㉓ 

 
 「お坊さんにお茶を出す時の作法ってあるんですか？」 

初めて自宅に和尚様を迎えるにあたり、お茶の出し方をお問い合わせ頂くことがあります。 

ここではご参考のため、お寺でよその和尚様をご接待する際の作法をご紹介します。 
 

和尚様に対する作法を「特為茶（とくいちゃ）」といい、 

茶菓のすすめ方は「右茶左菓（うちゃさか）」と覚えます。 

まず自分の右手に天目台（天目茶碗を乗せたもの）、左手に縁高（菓子器）を持ちます。 

天目台も縁高も、始めから正面は相手側に回しておきます。 

和尚様の正面まで進んで座り、縁高を自分の左膝前に降ろしてから和尚様の左膝前に押し進めます。 

次に右手の天目台を両手で持ち、自分の膝前中央に降ろしてから和尚様の右膝前に押し進めます。 

茶菓子を引く時は、すべてこの逆の動作で行います。 
 

これはお寺での作法ですが、ご参考になればと思います。 

 

 

６月中旬過ぎに詳細パンフレットが各お寺に配布される予定です。 

ご興味のある方は、その時期にお問い合わせください。 

 

 
平成 28 年度 第 53 回 

岐阜西教区花園大会 

花園大会とは、岐阜西教区花園会が主催している檀信徒の集まりで 

お釈迦様の教えにそって生活していくことを再確認し、「今」を感謝する場です。 

今年も６月 28 日（火）午前 10 時～15 時 

長良川国際会議場にて行われます。 

今回は妙心寺派布教師 林学道様の基調講演をいただいた後、 

ナポレオンズの特別講演があります。 

ナポレオンズはマジック界の第一線を走り続けている手品師です。 

ラスベガラスで開催された「世界.マジックオリンピック」では 

最高得点を取り優勝し、今ではヨーロッパ、アフリカ、南米で活躍中です。 

お寺の枠を超えて、多くの方とご一緒に 

改めて自分の生活を振り返る一日になればと思います。 
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 「
目
に
は
青
葉 

山
ほ
と
と
ぎ
す 

初
鰹
」 

「
目
と
耳
は 

た
だ
だ
が
口
は 

銭
が
い
り
」 

 

こ
ん
な
川
柳
の
返
歌
に
笑
み
の
こ
ぼ
れ
る
こ
の
頃 

皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

  

さ
て
落
語
な
ど
聞
い
て
い
る
と
時
々
お
寺
の
隠
語

（
僧
侶
の
仲
間
う
ち
だ
け
で
通
用
す
る
言
葉
）
が
登

場
し
ま
す
。
例
え
ば
お
酒
の
こ
と
を
「
般
若
湯
（
は

ん
に
ゃ
と
う
）」
、
鰹
節
は
「
分
別
（
ふ
ん
べ
つ
）」
と

い
い
ま
す
。「
ち
ょ
っ
と
そ
こ
の
分
別
取
っ
て
」
と
い

っ
た
具
合
で
使
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
（
笑
） 

 

い
か
な
る
が
苦
し
き
も
の
と
問
う
な
ら
ば 

人
を
隔(

へ
だ)

つ
る
心
と
答
え
よ
（
良
寛
） 

 
 

鰹
節
は
お
い
し
い
出
汁
が
作
れ
ま
す
。
う
ま
み
が

出
る
た
め
使
っ
た
場
合
と
使
わ
な
か
っ
た
場
合
で
は

雲
泥
の
味
の
差
と
な
り
ま
す
。
一
方
仏
教
で
は
こ
の

使
っ
た
場
合
と
使
わ
な
か
っ
た
場
合
を
比
べ
る
こ
と

が
物
事
を
分
け
隔
て
、
選
り
好
み
さ
せ
る
「
分
別
心
」

に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
良
寛
和
尚
は
こ

の
分
別
心
が
苦
し
み
の
原
因
な
の
だ
と
詠
い
ま
す
。

昔
の
お
坊
さ
ん
達
は
「
分
別
心
は
起
こ
す
ま
い
」
と

自
分
に
言
い
聞
か
せ
る
た
め
に
、
鰹
節
を
「
分
別
」

と
呼
ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

最
高
時
速
５０
キ
ロ
も
の
速
さ
で
泳
ぐ
鰹
は
、
一
生

休
む
こ
と
な
く
、
熱
帯
か
ら
温
帯
を
回
遊
し
ま
す
。 

初
夏
到
来
、
青
空
が
ま
ぶ
し
く
晴
れ
渡
る
こ
の
頃
、 

「
あ
る
・
な
い
」
「
自
分
・
他
人
」
「
良
い
・
悪
い
」

こ
ん
な
相
対
の
世
界
を
抜
け
出
せ
ば
、
人
の
心
も

広
々
と
し
た
世
界
を
鰹
の
よ
う
に
飛
び
回
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

～ シリーズ いますぐできる精進の味 ～ 
 

♪ お寺のぶきっちょさんでも簡単に作れた ヘルシーなお味 ♪ 
 
 

 今しか作れない！新玉ねぎのジューシーマリネ  
 

① 新玉ねぎ２個ぐらいをごく薄切りにし、水にさらす。 

② 黄パプリカ、ミニトマトやアボガドなど好みで切る。 

③ 新玉ねぎをザルにあげ、少しずつキッチンペーパーに包んで 

やさしくポンポンして できるだけ水分をきる。 

④ タッパーやバットにオリーブオイル大さじ３、酢大さじ２、砂糖大さじ１ 

塩少々、バジル少々、ブラックペーパー少々、レモン汁を混ぜ、材料を入れる。 
 

夜作って翌朝から食べるぐらいだと、味が落ち着いて美味。旬を迎えたレタスも一緒に添えると 

立派なおかずの一品になります。新玉ねぎっておいしいなあとしみじみ思ってしまいます。 

今
月
の
ひ
と
こ
と 

 

～  日常を豊かに『発菩提心空拳章（通称：菩提和讃）』 ～ 
 

 

 
 

 

お能『歌占（うたうら）』は神道の覡（みこ）が仏教の地獄におちる神仏習合の物語です。 

神に暇乞いをせず旅に出かけた覡は、神の怒りに触れ 

その報いから急死しますが、３日後に生き返ります。 

このお能の「地獄の曲舞（くせまい）」と呼ばれるくだりでは、 

一度地獄を見てきた覡が、その恐ろしいありさまを狂い乱れながらこのように語ります。 
 

「身より出せる科（とが）なれば、心の鬼の身を責めて、かやうに苦をば受るなり」 

 

おぎゃあと生まれた時から死ぬまで、仏心はずっと人の心に在り続けます。 

ところが途中で心の眼がくもり、心の耳もぼんやりしてしまい、仏心の存在に気づかなくなります。 

すると、やましい行いも恥ずかしい行いも、平気で行うようになりますが、 

そんな自分を、自分の仏心はずっと横目に見ています。 

そして死を迎える時、この仏心がみるみるうちに心の鬼となり、自分を責めて苦しめることとなります。 
 

長き夜や 心の鬼が 身を責める（小林一茶） 

長き夜が明けることのない死後の世界では、苦しみの続く地獄となります。 

お経のやさしい和訳（和讃）から 

毎日の生活を 心豊かに  

「 聚
あつま

り来って
きた

責める
せ

ゆえ 臨命終
りんみょうじゅう

の苦しみ
くる

は 」 
 

大智寺檀信徒日課経典 

31 ページより 

㉔ 
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ご家族・ご親族のみの家族葬をお考えの場合、 

ご自宅や市営斎場を会場に営むことができます。 
 

また大智寺を会場にお使い頂くこともできますが、

その場合、指定の葬儀社をお寺でご案内致します。

必ず前もってご相談ください。 
 

家族葬をご検討される場合は、 

葬儀社のこと、葬儀会場のことなど含めて 

まずはお寺までご相談ください。 

 

完全個別永代供養墓 
１区画：３８万円～ 

（墓石代金含む） 
 

「永代供養墓」とは、将来お墓を守りする方が 

いなくても、お寺がご供養させて頂くお墓です。 
 

大智寺の永代供養墓は、ご夫婦・ご家族一緒に 

ひとつのお墓にお眠りいただけるタイプです。 

永代にわたり、他の方のお骨と混じらないことから 

「完全個別永代供養墓」といいます。 

詳しくは、ご見学を含めてご説明しますので、 

ご予約の上 ご来山ください。 

 

初心者 大歓迎 
東日本大震災物故者追善供養 

毎月 第四日曜日 

定例写経会 
 

今月の日程 
 

 

５月 2２日（日）                 
（朝８時～９時） 

 

 

♪ 月に一度はお寺まいり ♪ 

一回 500 円 

（内 300 円は義援金）  

要申込 
 

 

 

 

前日の雨がきれいに晴れ渡った４月の写経会。

お寺では雨後の竹の子を朝から掘って皆様の

お土産にさせていただきました。長らく続けて

きた般若心経のお話もとうとう今日で終わり

となりました。少しでもわかりやすいお話をと

思いながら最後まで終えることができました、

今まで聞いて下さりありがとうございました。 

４月写経会 備忘録 

  

 

ご自宅で お寺で 市営斎場で 営む 

家族葬 

 

本堂を会場に営む 一般葬 

あれこれ 

 

  

大智寺の本尊様に見守られつつ、 

故人の新たな一歩を本堂からお見送りする 

そんな一般葬を希望される方々へ 

家族が亡くなったその時からお通夜まで、時間は一日足らずですが 

悲しみの中で故人の写真の引き伸ばしの依頼や会葬御礼品の発注や訃報連絡、喪服の準備など 

さまざまな準備を葬儀社の方と打ち合わせながら行っていきます。 

そしてお通夜の前にはとうとう納棺となります。 

４ 通夜までの準備 ④持ち物 

お寺を会場にしてお通夜を行う際、特別な持ち物はありませんが 

慌ただしい気持ちでは気付けないので、一応まとめてみました。 

・懐中電灯 

お寺は夜の灯りが皆無に等しく、真っ暗になりますので便利です。 

・毛布や布団類、上着類 

一晩お寺に泊まられ故人のお守りをする際、あった方がよいでしょう。 

その他、お湯を作るポットやお茶などのティパック、次の日の朝ごはん 

など必要に応じてご準備ください。 

納経帳の入れ忘れがないよう、お出かけ前にチェックしてください。 


